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　後藤と申します。よろしくお願いします。今、田中さん
から ASEAN の経済についての非常に精緻な分析をおう
かがいしました。それに比べると、私の話はかなり雑ぱく
で概念的なものです。ASEAN の都市に AIBS 学会全体が
注目しているということですので、かなりチャレンジング
なテーマですが、少し考えを述べたいと思います。
１ ．ASEAN成長の歩み
　ASEAN は1980年代に成長の途に就きましたが、それ以
降の成長を幾つかのステージに分けて考えてみたいと思い
ます。ASEAN の中でもシンガポールとマレーシアの２か
国が先行して成長しました。中でも、シンガポールはアジ
ア NIEs（Newly Industrializing Economies）として1980
年代には既に世界の中でも新しい工業国の一角に認知され
ました。
　これは韓国、台湾、香港に次いで、いわゆる「four lit-
tle dragons」と呼ばれた国の一つになったわけです。し
かし、あくまでもシンガポールという非常に特殊な都市国
家、特に華僑華人だけでつくられた国が独自の戦略に沿っ
て成長したもので、ASEAN 全体の成長を導くモデルには
ならなかった思います。
　その後は、かつてマレー連邦としてシンガポールと連邦
を組んで同じ国だったマレーシアが、これに刺激されるよ
うにチャレンジをしました。それがマハティール首相の業
績で、1981～2003年に非常に高い成長を遂げました。その
原動力は、３つの「L」に集約できるのではないかと思い
ます。
　まず「Look East」の「L」、日本に対して学べという
ルックイースト政策です。そして、1970年代後半からは液
化天然ガス（LNG）の輸出国になり、これが輸出主導型
の成長の一つの原動力になりました。すなわち、LNG の
「L」です。
　もう一つはローカライゼーション、これはナショナリ
ゼーションということもできますが、自国産業の育成、い
わゆる国産化です。国家の力で国の産業を育成するわけで
すが、その典型例がプロトンという国策自動車会社の設立
と発展でした。この３つの「L」がマレーシアの成長を支
えたのです。
　大きな転機になったのは、1985年９月のプラザ合意で
す。これにより、日本円は僅か１年半の間に260円くらい
から130円くらいまで、ほぼ２倍に急騰しました。この円
高の結果として、日本の輸出型製造業の多くが工場を国内
から ASEAN に展開していきました。
　円高を回避して競争力を維持するための ASEAN 展開
として、どの国に進出するかという選択はあったものの、
やはり ASEAN を選んだということが日本の大きな決断
であり、ASEAN にとっても大きな転機になったと思いま
す。
　このときに日本企業を吸引したのがタイ、インドネシ
ア、マレーシアであり、その結果として、この３か国に日
本企業を中心とする産業集積が誕生しました。
　ベトナムでは、1980年代後半から中国の改革開放に近い
ドイ・モイ（刷新）政策によって経済の基盤が少しずつ整
い、1990年代前半にはベトナム投資ブームがありました。
　こうして順調に発展してきた ASEAN も、1990年代に
は２回の大きな挫折を味わいました。一つは、1997年のア
ジア通貨危機です。これは発展と裏腹の関係があり、外国
からの資金流入や国内の不動産投資の過熱が国内にバブル
を発生させました。
　国内の資金を自国の企業やプロジェクトに投資するとい
う国内投資の金融メカニズムが整っていなかったために、
海外から導入した資金によって国内の成長を図るというパ
ターンだったのです。それが、通貨の大幅な変動によって
一気に裏目に出てしまい、非常に大きな挫折を経験したと
思います。
　1990年代末からは中国が世界の工場として台頭し、豊富
な労働力と当時の ASEAN に比べたら安い賃金で、外資
の工場を ASEAN から中国にシフトさせる動きが盛んに
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なりました。
　2000年代に入って、この２つの大きな挫折を糧に、
ASEAN は体質改善を進めたと思います。まず、金融部門
の脆弱性を打破するために、外貨準備を拡充しました。こ
れは対外支払い能力を担保することでもありますが、各国
とも通貨安定のために外貨準備を積み上げていきました。
　非常に象徴的と思うのは、ASEAN10か国の外貨準備の
総計が今では EU28か国のそれを上回っていることです。
ASEAN 各国は、それぞれの経済規模に合わせた外貨準備
を持っています。つまり、各国が数か月、数年分の対外支
払い能力をきちんと持っているということです。
　それに併せて、短期の流動性をカバーするためのチェン
マイ・イニシアティブ、多国間協力スキームができまし
た。これは、当時の宮沢喜一首相のイニシアチブによって
できたものです。
　さらに、内需の過熱をできるだけ抑えて安定的な成長に
しようと努力しています。タイはかなりバブルの部分が見
られますが、他の国では内需の沸騰があるところまでいく
と、例えばインフレ率が上がって売上減少とか他のかたち
で自動的に需要を抑制するという、ある種の節度が利いて
います。
　これと対照的なのが中国で、いったんバブルになるとど
こまでも膨らんでしまうという、自己増殖暴走型の経済メ
カニズムになっています。
　そういう面から見ると、現在の ASEAN は非常に賢明
な経済構造、メカニズムを持っています。それが意図した
ものかどうかわかりませんが、中国に比べるとバブルが異
常に膨張しないメカニズムがある点が評価できます。
　ASEAN の成長のひとつの理由は、早くから FTA（Free 
Trade Agreement：自由貿易協定）に目を付けたという
ことがあります。中国に人件費で対抗しても意味がないと
いうことで、ASEAN 全体が投資を受け入れて、それを中
心に産業基盤を形成してグローバル市場に輸出していま
す。
　その際に、FTA を ASEAN 域内でも、他の地域や国家
との間でも活用できる形を早くから作っていたことが、
ASEAN の非常に大きな成功の要因だったと思います。
　それぞれの国を見ても、シンガポールはアジアの研究開
発のハブをめざしました。もちろん、金融や商品市場と
いったものが既にありましたが、それにプラスして産業面
で研究開発という非常に大きな特色を打ち出そうとしまし
た。
　マレーシアは自国がイスラム国であることを利用して、
イスラム金融のハブになろうとしています。結果的に、中
東地域からアジアに向けたプロジェクト資金などがイスラ
ム金融を経由するメカニズムが徐々に整備されています。
中国にはない独自色を打ち出そうという戦略性があったと
言えるでしょう。
　そして ASEAN の後発組であるベトナム、カンボジア、
ミャンマー、ラオスですが、この10年くらいは、中国より
も人件費が安いということを利用して、少しずつ労働集約
型の産業へのシフトを図ってきました。それが現在、功を
奏してきたといえます。
　2007年以降に、ASEAN の復活が顕著になってきまし
た。中国にお株を奪われていた製造業や他の分野でも、経
済共同体としての ASEAN が非常に強い存在として回復
してきました。
　その要因は、４つのポイントから説明できると思いま
す。１つは、やはり地政学的な優位性です。最近、「地政
学」という言葉が非常に多く使われています。市場でも
「地政学上のリスク」という言葉がよく使われますが、本
来は地理的な要因を意味します。その地政学的な優位性
が、ASEAN にはあると思います。
　それはやはり中国とインドというアジアの２大国が一度
に視野に入る好位置にあり、太平洋とインド洋の２つの大
海にアクセスできるということです。
　太平洋向けは TPP（Trans-Pacific Strategic Economic 
Partnership Agreement：環太平洋戦略的経済連携協定）
諸国やアメリカ市場です。インド洋は南アジア、中東、東
アフリカ、さらにスエズ運河を通ってヨーロッパまで、そ
ういう海上交通のルートを確保できるということです。こ
れらは、中国にもインドにもない非常に重要なポイントに
なると思います。
　2010年に中国及びインドと FTA が発効して機能し始め
ており、現実の効果を生んでいます。これは、先ほどの地
政学的優位性との関連もあるでしょう。
　産業集積という観点で世界を見たときに、ほぼ網羅的に
産業の集積があり、それも垂直的に素材から完成品まであ
る地域は、おそらく国単位で考えると日本と中国です。そ
して、１つの地域では ASEAN しかないと私は思います。
　その中国に対抗する上で、規模ではもちろん ASEAN
のほうが小さいわけですが、間口の広さと奥行きの深さの
２つにおいて、産業集積としての力を十分に持ち合わせて
います。
　そして、この３～４年に日本国内でよく言われる
「ASEAN 内需」です。最近では、インドネシアが非常に
注目されています。この内需の膨張を、経済成長に非常に
うまく結び付けたと思います。
　この内需の膨張に関して、ASEAN の内需と中国の内需
は質的に違うと思います。内需は中流層の増加によって拡
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大します。中国の中流層の非常に人為的かつ政治的な膨張
と、ASEAN の自然な増加。この違いが、ASEAN と中国
の中流層の将来を大きく左右すると思います。
　中国の中流層の膨張は、2000年以降の欧米からの内需拡
大圧力に応じて、国有企業や政府機関のサラリーマン層の
所得を上げてホワイトカラーを一気に中流層にするという
政治的な動きでした。
　しかし、ASEAN の場合は1970年代以降、開発経済、開
発独裁の国が次々に倒されて一般的な民主主義国家に変
わっていくプロセスにおいて、政治的な民主化を終えて経
済の中流層が台頭してきたのです。つまり、マーケット・
エコノミーに従ったかたちでの中流層の形成であって、ス
ピードは遅いものの今後も健全に発展していくでしょう。
　中国の場合は政治的につくった人為的なものなので、経
済的な裏付けを失うと脱落してしまいます。私は、中流層
の崩壊が起きるのではないかというリスクを感じていま
す。ASEAN の内需の膨張は中国に比べれば健全だし、こ
れからも長期的に伸びていくでしょう。
２ ．ASEANの現状分析
　ASEAN の産業構造を考えるときに私が常に思うのは、
世界でも非常にまれなかたちだということです。それぞれ
の国に得意分野があり、しかも１つの国で全てが完結する
ということもありません。
　例えば、タイは自動車、電子部品、ハードディスクドラ
イブが非常に有名ですが、この国だけで自動車の全ての部
品素材が調達できて、この国の中だけで生産が完結するわ
けではありません。タイには高炉はないので、鉄の薄板は
輸入せざるを得ないし、他の電子部品なども必然的に輸入
となります。自動車部品では、ASEAN 内の分業によって
フィリピンやマレーシアから輸入しているものも多々あり
ます。
　また、ハードディスクドライブのモーターはベトナムか
ら入っているのもあります。電子基盤のガラスや、そのガ
ラスをコーティングするプロセスはマレーシアやフィリピ
ンにあります。光ピックアップもフィリピンにあります。
　そういうものを集積させて、タイの自動車産業やハード
ディスクドライブの産業が世界に冠たるものになりまし
た。こういった得意分野は、ASEAN のバックアップが
あって成り立ったものです。
　日本や中国では、それぞれの自動車産業も電子部品産業
も非常に完結的です。全ての素材や部材を国内調達して、
国内の産業連関の中で作ってしまいます。それを、
ASEAN では域内の他の国から持ってきます。これは、非
常におもしろい特徴でしょう。
　
自動車産業はタイの得意分野です。しかし、これも他の国
の自動車部品メーカーの助けがなければ、到底、成立する
ことはできません。産業分野別の水平分業と、それぞれの
産業の中での部品、素材の工程間分業あるいは原材料の分
業が行われており、これを垂直分業と呼んでいいのかもし
れません。
　こうした垂直・水平の分業が一体的に行われている構造
を私は『３次元分業』と呼んでいます。ASEAN は、水
平・垂直な分業が３次元的に成り立っており、それで地域
として活性化しているという世界の中でも極めて特殊なエ
リアだと思います。
　ASEAN10カ国の経済成長率を、2003年から見てみま
しょう。一番下を推移しているのがブルネイです。ブルネ
イ経済の大半は LNG 輸出に依存しており、ASEAN の中
ではやや特殊な国です。
　そこでブルネイを除外した９か国で考えると、2003年時
点では各国の経済成長率にかなりの乖離があります。もっ
とも高い国と低い国との差は9.3ポイントです。また、各
国の成長率には跛行性があります。
　しかし、この成長率の差がしだいに収斂してきました。
昨年の2013年では、差が5.4ポイントになり、格差がかな
り縮まっているわけです。
　これが意味するものはいろいろな解釈があると思います
が、各国の経済が連動性を高めていると言えるでしょう。
ＡＳＥＡＮの三次元分業のイメージ
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つまり、先ほどの３次元分業によって製品や素材、部品を
相互供給することにより、経済の成長スピードが収斂して
いくプロセスが起きているのです。
　ある国の経済が好調であれば、その国で不足する部品や
完成品が他の ASEAN 諸国から流れ込みます。それによっ
て他の国の成長率が少し持ち直すというかたちで、
ASEAN 各国の成長率が収斂する傾向を見せている点は注
目に値します。これこそ、まさに来年スタートするASEAN
経済共同体（AEC）における経済の一体性が、実態とし
て既に進んでいる証左だと思います。
　ASEAN の主要国であるシンガポール、タイ、マレーシ
ア、インドネシア、フィリピン、ベトナムの６か国につい
て、GDP、輸出、外貨準備、経常収支の４項目を比べて
みました。
　そうすると、インドネシアの GDP だけが突出している
感じがあります。確かに ASEAN 全体の GDP の40％をイ
ンドネシアが占めており、存在感が大きいわけですが、人
口も ASEAN の40％を占めているので当然かもしれませ
ん。
　このインドネシアの GDP を除けば、シンガポール、タ
イ、マレーシア、フィリピンは意外なほどに差がありませ
ん。まず、GDP の規模がさほど変わりません。輸出額も、
インドネシアを含めてもそれほど大きな違いはありませ
ん。
　外貨準備も、シンガポール、タイ、マレーシア、インド
ネシアはそれなりに備えがあります。経済規模の観点から
は、ASEAN 主要国はどこかが突出して大きいのではない
ということです。
　逆に言えば、ASEAN にはリーダーあるいは経済の覇権
国が存在しません。各国が特色を持って成長しており、い
わば富士山型の反対で、峰が多い八ヶ岳タイプの地域統合
といえると思います。
　世界で比較できる地域統合としては EU と NAFTA
（North American Free Trade Agreement：北米自由貿易
協定）がありますが、EU は言うまでもなくドイツを中心
にした経済統合です。フランスやイギリスの存在もありま
すが、やはりドイツが圧倒的な機関車役になっています。
NAFTA に至っては、もうアメリカのための地域統合に
すぎません。それに比べると、ASEAN 各国はそれぞれが
覇権的な立場を取らず、相互扶助的な地域統合になってい
るのが大きな特徴です。
　余談ですが、中国の存在が今、ASEAN にとってチャン
スでもあり脅威にもなっています。私は、中国と ASEAN
のリズムが合わないような気がします。ASEAN の多くの
国が中国からのアプローチに対して、やや抵抗感を持って
います。やはり、中国が目指すのは、経済的な面において
も覇権的なもの、覇権主義的な動きなのです。
　それに比べると、戦後の日本のアプローチは決して覇権
的ではありませんでした。最近の安倍政権は覇権的な文言
を使用することも時々ありますが、実態として、日本の経
済進出はそれほど覇権的なやり方ではないということで
す。
　そういう面で、ASEAN が中国の経済的なアプローチに
対して常に警戒心を持っているのは、ASEAN には覇権国
がないという構造と関係があるのではないかと言えると思
います。
３ ．ASEAN各国の現状と未来
　ASEAN とアジアの主要国の一人当たり GDP を比較し
てみましょう。言うまでもなく、だいたい１万ドルを超え
ると先進国に近づいてきて、２万ドルを超えれば確実に先
進国と呼べるわけです。
　そういう面で、アジアの先進国は３か国、シンガポール
と日本と韓国です。そして中進国としてはマレーシアと、
最近になって中進国としての存在や特徴が非常にはっきり
してきた中国、そしてタイです。
　それ以外の国はほぼ全て途上国ですが、重要なのは、こ
の途上国の中にやはり３つの類型があることです。途上国
経済規模が似通ったＡＳＥＡＮ主要国
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の一番初期の段階、いわば滑走路の上を走っていてテイク
オフ前の段階は、今の ASEAN の中ではミャンマーです。
離陸はしたものの上昇スピードがまだ遅く、ゆっくりと上
がっている段階がラオス、カンボジアだと思います。
　離陸してある程度の時間がたち、スピードが上がってく
ると、上昇カーブも急激に上がっていきます。その段階に
あるのが、今の ASEAN で経済成長率が高く市場として
の膨張も早い、日本企業が非常に目を付けているインドネ
シア、フィリピン、ベトナムの３か国です。ここはまさに
途上国の中でも上昇カーブが非常に急で、成長が加速して
います。
　中国やタイも、５年ほど前まではこの段階でしたが、
あっという間に中進国になりました。インドネシア、フィ
リピン、ベトナムは、少し時間差はあっても、今後５～10
年の間に中進国に仲間入りする可能性は十二分にあると思
います。
　中国の一人当たり GDP の推移を見ると、1990年代の後
半は滑走路の上をずっと走っていました。成長率の上昇は
非常に遅く、なかなか離陸できない。ちょうど、今のミャン
マーやちょっと前のカンボジア、ラオスといった段階です。
　しかし、中国は2000～2001年頃に離陸し、最初は緩やか
な上昇カーブを描いていました。まさに今のインド、ラオ
ス、カンボジアといった離陸したばかりの段階が、中国で
も2001～2005年の間くらいにはあったのです。
　その後、中国は上昇カーブが急激に上がりました。飛行
機は、本当に上昇のスピードをどんどん上げました。その
段階にあるのが、先ほどのインドネシア、フィリピン、ベ
トナムの３か国ではないかと思います。
　飛行機も上昇したあとは水平飛行に移りますが、アジア
の多くの国は、この中進国の段階で水平飛行に移って、そ
こからなかなか上がれません。それを「中進国の罠」と呼
んでいるわけです。
　日本や韓国、シンガポールは、ここを突き抜けて先進国
に入りました。中進国の水平飛行の段階から先進国へ移行
するには、それまでの成長プロセスとは違うものが必要と
いうことです。
　取りあえずまとめると、今の ASEAN を見たときに滑
走路の上、離陸直後、上昇中の国があります。しかし、そ
れぞれが同じような発展のプロセスと離陸、上昇のカーブ
を描いていくだろうということです。
４ ．都市別の分析
　ここからは、いよいよ都市の話です。デモグラフィア
（Demographia）という都市域の分析をしている研究所が
発表したデータで、都市域の人口や面積をランキングした
ものを見てみます。定義としては、人口密度が１平方キロ
当たり400人以上の人口集積が連続しているエリアを１つ
の塊として見るというものです。
　実は、世界で一番大きい都市域は日本の首都圏です。東
京・横浜エリアは、人口が3770万人と世界最大です。日本
人からはやや意外かもしれませんが、あれだけ連続した都
市域が続いているのは世界でもあまり例がないということ
です。
　アジアには、そういった人口が稠密な都市域がたくさん
あり、世界の都市域のトップ10の７位まではアジアです。
１位が東京（首都圏）、２位がジャカルタです。
　ASEAN の中ではジャカルタが最大で、２位がマニラ、
３位がバンコクです。ジャカルタは、インドネシアの人口
がそもそも多いということもあります。マニラも、フィリ
ピンが人口１億人と ASEAN の中では２番目に大きい国
ということもありますが、やはり都市としての集積度が上
がる、つまり農村から都市への人口移動が進んだというこ
とがあって、一極集中型の成長プロセスになっています。
　ASEAN の国の中で２つの都市が競合するようなかたち
で成長しているのは唯一ベトナムだけで、他の国は全て一
極集中です。他のアジアの国を見れば、日本の東京、大
阪、神戸、京都といったような都市域です。東京は世界一
ですが、大阪、神戸といった都市域も、世界では14番目に
中国からＡＳＥＡＮ諸国の発展を予測する！
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中国の一人当たりＧＤＰの推移
滑走路上 離陸直後 上昇中 中進国
ＡＳＥＡＮの主要都市（都市域人口規模）
人口 世界順位 面積 人口密度
１．ジャカルタ ２９９５万人 ２ ３１０８㎢ ９６００人/㎢
２．マニラ ２２７１ ５ １５８０ １４４００
３．バンコク １４９１ １８ ２４６１ ６１００
４．ホーチミン ９０３ ３６ １４１２ ６４００
５．クアラルンプール ６６３ ５０ １９４３ ３４００
６．バンドン（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ） ５７６ ６１ ４６６ １２４００
７．シンガポール ５４２ ６６ ５１８ １０５００
８．スラバヤ（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ） ５０５ ７３ ６７３ ７５００
９．ヤンゴン ４７１ ７８ ５４４ ８７００
１０．メダン（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ） ３７９ ９２ ４７９ ８３００
出所：Demographia World Urban Areas & Population Projections 2014年版
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大きい都市域にランクされます。
　ASEAN の都市域の中で見ると、やはりジャカルやマニ
ラは巨大都市域だし、同時に ASEAN の持っている都市
問題を集中的かつ象徴的に示している場所だと思います。
　もう一つ注目すべきは、やはりインドネシアは人口が大
きいため、トップ10にはジャカルタ以外にもバンドン、ス
ラバヤ、メダンなどの都市も入っていることです。
　先日、この AIBS の学会で訪問したハノイはメダンやス
ラバヤよりも小さい都市域であるがわかりました。
　その中でも、ASEAN の主要な都市を幾つか選んで、経
済規模を推定しました。また、先ほどの都市域の人口と各
国の一人当たり GDP を掛け合わせてみました。これは、
名目的都市経済力になりますが、各都市の一人あたり
GDP と比べてみましょう。
　国の GDP に比べたら、それぞれ中心都市ですから、当
然ながら一人当たり GDP は高いわけです。そういう各都
市の推定の一人当たり GDP で掛けるとどうなるでしょう
か。
　シンガポールは都市国家なのでイコールですが、ジャカ
ルタにしてもバンコクにしても、やはり名目よりも推定の
ほうがはるかに大きくなるということです。
　そして、この推定のほうが1000億ドル超の GDP になる
都市は ASEAN に５つあり、ジャカルタ、バンコク、ク
アラルンプール、マニラ、シンガポールとなります。
　1000億ドルというと、ほぼ国家の規模です。世界最大の
都市域・東京エリアの GDP は２兆ドルぐらいですから、
それに比べると小さいですけれども、かなりの規模です。
これが、消費市場として多くの経済、企業や国家にとって
注目される場所になっていきます
　この中で見ると、ハノイ、ヤンゴン、プノンペンといった
ところは、まだ小さいです。しかし、一人当たり GDP が
先ほどの滑走路を離れて上昇カーブが急になってくると、
一気に1000億ドルプレーヤーに変わる可能性があります。
今後の伸びしろが大きいのは、このエリアだと思います。
５ ．航空需要から見る各都市の未来
　次に、ASEAN 都市の力を航空需要から見てみましょ
う。2012年の航空旅客数ですが、ASEAN の都市で一番大
きい空港はジャカルタのスカルノ・ハッタ空港で、5777万
人です。２位がバンコクのスワンナプーム空港、３位がシ
ンガポールのチャンギ空港、４位がクアラルンプール空港
となっています。
　ジャカルタのスカルノ・ハッタ空港は、ターミナルビル
の規模はさほど大きくありませんが、世界で９番目に利用
者数の多い空港です。ちなみに、日本で一番大きいのは羽
田空港で、世界４位で利用者数は6700万人弱です。
　これは、一見するとこれだけかと思いがちですが、実は
いろいろなことを示唆していると思います。例えば、イン
ドネシアは人口が多く、国内便の利用者数が多い。バンコ
クの場合は、もちろん地場の利用者が多いだけではなく、
世界中から人が来る旅客需要があります。
　シンガポールの場合は、国内線のない空港なので全て国
際線ですが、これだけの規模で5000万人を超える利用者が
あるということは、明らかに乗り換えのためのハブ空港と
して高い機能を持っているということになります。
　私自身が非常に意外だったのは、今はシンガポールより
もジャカルタやバンコクのほうが大きいということです。
すなわち、ハブ空港としての機能よりも足元で地場の需要
がある空港のほうが成長してきて、規模も大きくなりつつ
あるということです。
　また、航空貨物を見るとチャンギが圧倒的に大きいよう
に思いますが、実はバンコクのスワンナプーム空港も航空
貨物の取扱いが急激に増えています。今年の春に聞いた話
では、スワンナプームが月間ベースでチャンギを追い抜く
こともあるそうです。
　チャンギとスワンナプームの性格の違いは何かという
と、チャンギは積み替え需要です。周辺の小さな空港から
来た、あるいは船で運ばれてきたものを集約して一つの航
域内ＧＤＰ１０００億ドル超（推定）が５都市
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航空需要から見たＡＳＥＡＮ都市
＜航空旅客数（2012年）＞ 利用者数 前年比 世界順位
①スカルノハッタ空港（ジャカルタ） 5777万人 （12.1%増） ９位
②スワンナプーム空港（バンコク） 5300万人 （10.6%増） １４位
③チャンギ空港（シンガポール） 5118万人 （10.0%増） １５位
④クアラルンプール空港 3988万人 （5.8%増） ２７位
＊羽田空港 6679万人 （6.7%増） ４位
＜航空貨物（2012年）＞
①チャンギ（シンガポール） 184.1万トン（▲3.0%） １２位
②スワンナプーム（バンコク） 134.5万トン（1.8%増） １９位
＊成田空港 200.1万トン（3.1%増） １０位
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空便に仕立てて、欧米や日本に送ります。
　バンコクの場合は足元に工場集積があり、その製品や部
品がスワンナプームから送り出される、つまり地元産品の
輸出がほとんどなのです。
　先ほどの旅客と同じで、今 ASEAN で伸びているのは
内需を持っている空港です。人にしろ物にしろ、足元の生
産や需要が大きい空港は伸び率が高く、どんどん成長して
いるということです。
　いずれ、チャンギはジャカルタやバンコクだけではな
く、他の空港にも抜かれる可能性は十分にあると思いま
す。ハブとしての積み替えだけでは取扱量は増えません。
むしろ、足元の需要が活発なほうがこれから伸びていきま
す。そうすると、この航空需要は ASEAN 都市の今後を
非常にきれいに映し出し、今後の成長の潜在力を示してい
るような気がします。
　話はややそれますが、大学進学率と一人当たり GDP の
関係を見ると、そこに近似線が引けることに気がつきま
す。近似線から外れるのはシンガポールと日本だけです。
日本もシンガポールも一人当たり GDP が飛び抜けて高い
ために、大学進学率の近似線と外れてきます。
　ただ、シンガポールは日本と違って異常に進学率が低
く、大学進学率が15％しかありません。これはやや意外
で、華僑華人的な発想なのかもしれませんが、あまり実利
のない大学進学をしても意味がない、むしろ職業教育を
しっかりやったほうがいいという考えからではないかと見
受けられます。
　私が指摘したいのは、この近似線の上をいろいろな国が
走ってきているということです。タイもマレーシアも、一人
当たり GDP が伸びて進学率が上がるというプロセスを着
実にたどって中進国に至りました。中国もその位置にあり
ます。その後ろにベトナムやインドネシアが控えており、
これはある種 ASEAN の成長パターンになっています。
　都市には多くの大学があるので、先ほども出てきた都市
域の大きいジャカルタ、マニラ、ホーチミンといったとこ
ろの大学が拡大して進学率を押し上げ、同時に一人当たり
GDP が伸びていくという成長プロセスが見えてくるので
はないかと思います。
６ ．陸のASEANと海のASEAN
　最近、ASEAN は２つあるとよく言われます。すなわ
ち、陸の ASEAN と海の ASEAN です。当初、発展した
のはもっぱら海の ASEAN です。シンガポールやマレー
シアが牽引し、その後、当時はまだ開発独裁のスハルト政
権時代でしたが、インドネシアが工業化を進めた段階で見
ると、ASEAN の中心は明らかに海の ASEAN です。
　しかし、この10年で成長点は明らかに陸の ASEAN、イ
ンドシナ半島へ移っていると思います。おそらく、これか
ら成長率がもっと上がっていくのは陸の ASEAN のほう
です。
　この海の ASEAN と陸の ASEAN を比べたとき、やは
り都市の個性が違うことに気がつきます。シンガポールは
やはり海運と空運、海と空のハブとして成長してきまし
た。特に、地政学的にマラッカ海峡の出口に当たるという
ことが、いろいろな大きな力になりました。
　世界中で、石油精製も商品取引も、地場の需要がないの
にこれほど発展した場所はありません。シンガポールは
230万バレル /day という巨大な精製能力を持つ国ですが、
地場の需要は40万バレルくらいしかありません。
　今、LNG のハブを作ろうとしています。自国では LNG
の需要がほとんどないにもかかわらず、そこに巨大な
LNG のターミナルを設けて売買の仲介をしようというこ
とです。この国は、地政学的なポジションを非常にうまく
利用したハブとして機能している、まさに海の ASEAN
的な生き方を選んでいます。
　ジャカルタはいろいろな機能を持っていますが、今のと
ころインドネシア経済を支えているのは資源の輸出であ
り、天然ガスと石炭を供給するということです。
　クアラルンプールはイスラム金融であり、イスラム向け
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の食品であるハラール、つまりハラール認証を取得する、
あるいはイスラム金融の組成をするといった機能でイスラ
ムに接近しています。これは、先ほどのインド洋に向いた
力を発揮しようとしているわけです。決して、太平洋を向
いているわけではありません。かつて、「Look East」で
マハティールさんは東を向いたわけですが、今のマレーシ
アは西を向いていると思います。
　そしてフィリピンは、製造業というよりは明らかにサー
ビス産業で成長しています。そして、これから成長すると
したら、この国を支えていくのは英語と IT でしょう。こ
こも、全国民の10％が海外に出ているというほど海外展開
をしている国ですから、やはり海を通じて世界に出ていく
という海の ASEAN らしい特徴を持っています。
　一方、陸の ASEAN ですが、バンコクはインドシナ半
島の道路網、先ほどの田中先生のお話でもたくさんご紹介
いただいた東西回廊・南部回廊・南北回廊等々が通ってい
て、そのハブになっています。
　ベトナムのホーチミンは、明らかに中国の上海と同じよ
うな商業、産業の集積として発展します。北のハノイが北
京であれば、南のホーチミンは上海ということです。
　プノンペンは、タイやベトナムという産業が発展してい
る国の後背地として非常にいいポジションにあります。南
部回廊の中継点として物流上のハブであり、ある種の工業
集積を持つ国になっていくと思います。
　ヤンゴンはなかなか発展の糸口が見えませんが、インド
洋の出口を持っています。先ほどのダウェー開発、あるい
はティラワ、これも外洋の港ではありませんが、川を通じ
て海に出られます。ヤンゴンもインド洋が一つの成長のソ
リューションになると思います。
７ ．ASEAN各国の今後の姿
　今回、私が頭をひねっていろいろ考えたのがこのグラフ
です。この縦軸は所得の高低で、先ほどの一人当たり
GDP を読み替えてください。横軸は産業あるいは経済が
どこに重心を置いているかということで、右にいけばもの
づくり、左にいけばサービス。黒い文字で書いたのが現
状、赤い文字が10年後あるいはその先ということで予測を
しました。
　例えば、バンコクの今のポジションは、やはり産業集積
の中核であるということです。シンガポールやマレーシア
ほどの高所得国にはなっていませんが、中進国としてそれ
なりに高い所得を得ています。当然のことながら、ベトナ
ムのホーチミンやインドネシアのジャカルタよりも所得レ
ベルが高いということになります。
　バンコクがこのままの場所にいる、つまり製造業を中心
にした位置でいると何が起きるかというと、追いかけてく
る ASEAN の国はたくさんあるということです。
　ジャカルタには製造業はそれなりにありますが、輸出型
生産拠点としてはまだ機能が弱く競争力がないので、製造
業としてはこのあたりの位置にあります。もちろん、輸出
の中心は資源です。所得も、一人当たり GDP ではまだ中
進国の領域まで届いていません。
　ただ、このジャカルタでは急速に日本の自動車産業や電
機・電子、家電産業、食品産業などの投資が行われていま
す。その多くは内需を目的とした投資ですが、中には輸出
型の生産拠点もあり、しだいに製造業の右側のほうにシフ
トしていく、すなわち、今バンコクがいるポジションに近
づくだろうということです。
　ベトナムのホーチミンも、まだ所得水準は低いのです
が、ものづくりを中心にこれからどんどん伸びていくと、
バンコクのポジションに近づきます。所得でバンコクの地
位までいくのはなかなか時間がかかりますが、ものをつく
るという産業集積の面ではバンコクを追い掛け、近づいて
いくと思います。そうすると、この「ものづくりをして中
所得」というカテゴリーは都市間の競合がもっとも激しい
エリアになるわけです。
　ではバンコクは何をしなければいけないかというと、こ
れだけ人件費が高騰して人手不足が起きているのであれ
ば、バンコクの都市としてのポジショニングは、よりサー
ビスのほうに移らざるを得ません。この所得を支えるだけ
の付加価値の高い産業とは、加工組立がメインの製造業で
はなく、サービス業だろうと思います。
　そうすると、そのポジションにはどういう国があるで
しょうか。現状のマレーシア、クアラルンプールは中進国
としてそれなりの所得水準にあり、かつものづくりの国で
はありますが、やはりサービス業、すなわち金融や IT、
そして製造業の中でも付加価値の高い電子産業が中心で
す。あるいは化学産業ですね。
　バンコクと今のクアラルンプールのポジションは、比較
ＡＳＥＡＮ都市の現状と10年後の競争構図
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的近づいていくような感じがします。そして今のクアラル
ンプールがあり、また将来バンコクがポジショニング的に
移ってくるような場所に一番迫ってくるのはどこかという
と、フィリピンのマニラだと思います。
　マニラは、製造業の集積というよりは、英語と IT を利
用したビジネス・プロセス・アウトソーシングすなわち
IT-BPO を成長分野にしてくるでしょう。
　そういったポジショニングで、これからバンコクが狙お
うとしているポジションとマニラは比較的近いものになる
でしょう。ですから、ここは ASEAN の域内競合、都市
間競合が激しいエリアと言っていいと思います。
　一方、クアラルンプールはどうするかというと、このま
ま放置すればものづくりでもない、サービスでもない、非
常に微妙なところに陥っていくわけです。それを避けよう
とすれば、おそらくもっとサービス業のほうに寄らざるを
得ません。それが先ほどのイスラム金融やハラール認証で
あり、イスラム圏への接近とは、まさにクアラルンプール
がサービスのほうに寄っていくということです。
　シンガポールは非常に高いレベルを保ちつつ、よりサー
ビスのほうに寄っていくでしょう。ものづくりの競争は今
の素材産業、石油精製、化学といったところよりももう少
しサービスのほうに寄ったところにシフトしていくという
ことです。
　全体として見れば、この10年の間に、ASEAN の国や都
市はそれぞれのポジションニングをかなり大きく変えてい
くし、変えざるを得ないだろうと思います。競合するエリ
アが幾つか出てきます。そのエリアの中にいる都市間の競
争が、これから激化すると思います。
　ここで、世界各国の携帯電話やスマートフォンの保有台
数を見てみます。世界で64億台の携帯電話やスマートフォ
ンのうち、約半分はアジアにあります。その中で ASEAN
各国は、インドネシアが第４位、ベトナムが第９位、そし
てフィリピン、タイです。トップ20の中に４か国と普及度
は極めて高く、ASEAN も今 IT の波に飲まれている、IT
の波に乗っているということがわかります。
　スマートフォン・アプリの LINE の利用者数は、日本に
次いでインドネシア、３位がタイ。さらに、下のほうにマ
レーシアがきます。日本のスマホアプリが普及するような
素地が、この ASEAN の中に広がってきています。これ
は非常に重要なポイントで、日本企業にとってチャンスで
す。
８ ．アジアに広がる ３つの悪運
　今、アジアには３つの暗雲が広がっていると、私は考え
ています。アジアではなく ASEAN と言ってもいいかと
思います。
　一つは、田中さんのお話にも出た賃金高騰です。これ
は、明らかに中国の賃金上昇が東南アジアに波及し、バン
グラデシュやインドにも及び始めています。
　情報が容易に流通する中で労働者にも権利意識が芽生
え、他国の賃金上昇に合わせた賃金アップを求めたところ
に国際的な賃金のアービトラージ（裁定取引）が働いてい
ることを表しています。その中に、東南アジアも含まれて
います。
　さらに、タイの政治混乱が起きました。これは実は昨
夜、オビトさんといろいろ議論させていただき、私も勉強
になりました。
　経済の面で「中進国の罠」があるのと同様に、政治の分
野でも「中進国の罠」はあると思います。それは、国内の
経済格差を縮める何らかの措置がとられなければ、政治は
混乱するということです。
　３番目のイスラムの拡大の話は、今日は飛ばしたいと思
います。
　中進国の政治の罠は、実は都市問題でもあります。都市
の成長が早いと、そこにたくさんの人が流入して都市の市
場化が進み、農村との格差がどんどん開きます。ASEAN
の都市はほとんどが一極集中型なので、農村と都市の格差
は非常に開きやすいと言えます。
アジアを席巻する日本のスマホアプリ
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　農業の近代化、農民の経済水準を向上させる措置が必要
なわけですが、ASEAN 各国ともなかなかやりにくい。こ
れは中国にも共通しています。なぜこれが大きな問題かと
いうと、結局、都市が成長するためには農村の成長の裏付
けが不可欠だということです。
　戦後の日本の経済成長を見ると、非常におもしろいです
ね。1955年に自由民主党が誕生し、いわゆる保革の二極体
制ができました。その後、それまで農村地域は主に社会党
の地盤だったものが、自民党の地盤に180度変わってし
まったのです。
　戦後の自民党は、政権基盤を安定させるために、議席数
の多い農村部に積極的にアプローチしました。その手段の
一つが米価です。米の政府買入価格を上げていき、インフ
ラを農村に建設し、そして1960年代末から始まった、製造
業の東京や大阪から地方への移転です。
　この３つがセットになって農村は米価が上がり、工場移
転によって兼業農家になるための就職先ができました。そ
の結果、都市と農村の経済格差がなくなりました。
　日本の場合、都市のいわゆる勤労者所得と農民の所得は
1960年代に逆転して、一戸当たりで見ると農村のほうが高
くなったのです。それによって日本は経済格差を解消し、
都市と地方の格差がなくなったことで均衡発展ができたわ
けです。
　ASEAN が今後も都市の発展をめざすにあたっては、農
村問題や国内経済格差の解決がなければ前に進まないと思
います。そのためには、やはり政治のダイナミズムが必要
です。
　タイで、2006年にタクシンさんを追い出したクーデター
が起きた後の動きは、まさにそういう「もがき」だと思い
ます。農村の近代化や農民所得の水準引き上げは国家とし
て必要であり、バンコクという都市の成長に不可欠である
にもかかわらず、バンコクという都市の成長と農村とが対
立的になってしまっています。
　これはやはり、ASEAN における都市対農村の衝突の象
徴、モデルができてしまいました。その解決が、ASEAN
にとっても非常に大きな課題です。タイがどうやってこれ
を解決するかを、他の ASEAN 諸国が見ています。
　ASEAN には、言うまでもなく華僑華人が非常に多く在
住しています。ASEAN と東南アジア全体で5000万人とい
われます。国によって率は異なり、タイでは14％といわれ
ています。どこの国でも、華僑華人が経済の主要な部分を
握っているといわれています。
　これが一つの、各国の華僑財閥の例です。こういった
ASEAN の華僑華人は、ASEAN の経済のネットワークを
つくる、ヒューマンネットワークの母体になっています。
ASEAN の経済成長に、今まで非常に貢献してきました。
また、中国の成長を取り込むときに、中国に入り込む一つ
の人的な突破口の役割を果たしました。
　しかし、ASEAN において華僑華人がいつまでもこのポ
ジションを握ったままだと、ASEAN 内で均衡発展ができ
るかどうか、私自身は疑問に思っています。特に、これか
ら中国の経済が不調になったときに、華僑華人を通じて中
国の成長を取り込むビジネスモデル、成長モデルは崩れる
おそれがあります。
　今、必要なのは、華僑華人のような「ASEAN 人」の台
頭だと思います。これはもちろん、華僑華人も含んだ地元
民、華僑華人全員が華僑華人というレッテルではなく
ASEAN 人という認識で思考し、行動していくということ
が必要です。
　1995年に EU の市場統合ができた後、この十数年の間に
変わってきたのは、ヨーロッパ人、EU 人という意識が非
常に高くなってきました。かつては何の意味も持たないと
いわれていた欧州議会が、政治的な面で非常に大きな決定
権を持ち始めました。EU28カ国の中で、欧州人というコ
スモポリタニズムのようなものが芽生えています。これ
が、やはり各国を成長させる大きな力になっています。
　そういう面で ASEAN を見ると、ASEAN 人の台頭が
これから非常に重要になってくるのではないでしょうか。
　これはあくまで感想的なものですが、都市という観点で
見ると、今お話ししたような分析ができるのではないで
しょうか。これは私にとってあくまでもたたき台で、これ
からもう少し経済構造と都市の問題を関連付けて考えてい
きたいと思っています。
　最後になりますが、ASEAN にとって非常に大きなチャ
ンスは、やはりインド洋だと思います。これは、私が何年
も言い続けていることですが、インド洋の経済圏が次の
ASEAN の成長の大きなエンジンになると思っています。
ご静聴どうもありがとうございました。
2030年に向け、インド洋経済圏に注目
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